























































Ⅲ．〈第３幕〉喜劇『ガラスの学士』Le Docteur de verre
　喜劇『ガラスの学士』では、自分がガラスでできていると思い込む狂気にとりつかれた学士の幻覚が
見どころとなっており、学士の目を通して地獄の世界が描かれる。
　キノーはセルバンテスの同名の小説から学士の狂気という設定を借りた他、同時代のビュルレスク作
品群やラブレーを意識している。
　この幕においてキノーは、当時のサロンの流行を取り入れ、句切りの位置のみずらして文意を反転さ
せることのできる手紙をこしらえた。また、ラブレーにおける登場人物を彷彿させる対極的な学生風話
法を滑稽に描き出した。さらに、様々なレベルの言葉が混交した台詞によって学士の狂気を表現した。
　物語終盤の結婚相談と地獄の偉人たちのカタログ描写は、学士の心理が無意識に表出している点で興
味深い。
　このようにキノーは、観客にもなじみ深い諸原典からエッセンスを取り出し、アレンジを加えつつ組
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み替えて、新しい楽しみを備えた彼独自の喜劇として『ガラスの学士』を仕立てている。
Ⅳ．〈第４幕〉悲劇『クロランド』Clorinde
　悲劇『クロランド』の出典はタッソの『エルサレム解放』である。キリスト教徒の騎士とイスラム教
徒の女性たちの一方通行の三角関係が描かれる。
　幕開けの言葉による攻防戦は、ギャラントリーに富む言い回しに満ちており、ここで登場人物の性格
が印象付けられる。
　キノーは恋敵のヒロインたちの友情を強調しながら、女戦士自ら武具の交換を提案させた。キノーは
本来喜劇的・悲喜劇的な手法である取り違えを、悲劇を際立たせるために用いている。
　アクションの多い最後の決闘の場面でも、言葉が疎かになることはなく、感情の移り変わりが緻密に
描き込まれる。キノーは主人公の起死回生を描かなかったが、彼の死に様にはキリスト教徒的な尊厳を
保たせている。
　『クロランド』は、一幕物の性質上、筋は最小限に縮められたものの、悲劇の様式の数々が散りばめ
られ、ひとつの恋愛心理悲劇としての体を成している。
Ⅴ．〈第５幕〉機械仕掛けの悲喜劇『アルミードとルノー』Armide et Renaud
　悲喜劇『アルミードとルノー』は、前幕に引き続きタッソから題材を採っている。キリスト教徒の英
雄とイスラム教徒の魔女の恋の物語である。
　この幕では機械仕掛けが用いられており、随所で急激な場面転換がおこなわれる。物語の前半におい
ては、魔女や亡霊といった超自然的な存在が駆使する魔法がその契機となる。
　キノーは魔女の肖像画が描かれた箱を小道具として導入した。この幕の主人公とヒロインは寝言を除
いて直接言葉を交わすことはなく互いに独白で想いを綴る。魔女の台詞を辿ると、彼女の心情や性格に
徐々に変化が起きていることがわかる。
　魔法に代わって物語の後半を彩るのは神話の神々である。オーケストラの添えられた海神たちの歌は
この作品の見せ場となっている。この幕において愛は神として具体化する。キノーはアルミードの愛の
神に対する改悛をクライマックスとして鮮やかに描き出した。
第３章　各幕の比較と通幕の考察
Ⅰ．作品の構成
　この作品は、全体に調和をもたらす音楽の使用、後幕の展開を予感させる場面の導入、神話的世界観、
劇中劇の入れ子構造、特殊な登場人物といった工夫によって、ひとつの作品としての統一感が保たれて
いる。
Ⅱ．「驚異」的表象について
　「驚異」の概念について、17世紀当時には二通りの解釈があった。第一に「超自然的表象」であり、
第二に広く「驚き／称賛」を生むものである。第一の驚異については、この作品では全幕を通じて神話
的な、あるいはそれに準ずる世界観が仕込まれている。第二の驚異についても、節々で筋の展開から驚
きや快楽をもたらす描写がなされている。
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　これらの驚異は観客にもたらされる楽しみと密接に関係している。神話の要素が観客に知的な楽しみ
を供給する一方で、視覚的・聴覚的な楽しみを生む趣向が凝らされている。
Ⅲ．「愛」のテーマについて
　この作品は、５つの物語すべてが「愛」のテーマで貫かれている。１幕の枠劇では、役者たちは結婚
を認めてもらうために劇を上演する。そして劇中劇を通して、愛の様々な側面が浮き彫りにされる。
　最終幕において愛は神としてその姿を現し、劇中劇を終結させる役割を担う。この愛の神の顕在化は
観客に心理的効果をもたらすものとして用意されている。
終章　まとめと今後の展望
　この作品は、全幕を貫く「愛」のテーマを、様々な「驚異」で彩りながら描いていた。作品を構成す
る５つの物語には、現実と虚構、あるいは真実と偽りという関連性が見出せる。キノーはこの演劇の、
そして恋愛の本質的な二面性を利用しつつ明確に描き出した。
　リュリにとってキノーの台本は欠かせない要素であった。この作品の分析を通じて明らかになったス
ペクタクル性や音楽性は、オペラに向くキノーの技術的特徴である。また、キノーの台詞には登場人物
の動きに語らせる隙が含まれており、この隙が、オペラでは音楽によって語ることを可能にするのだと
言える。オペラにおいて花開いたキノーの強みは、彼の生来の性分に発し、劇作時代の経験から培われ
たものなのである。
　本研究ではキノーの初期喜劇の分析を通じてオペラにおけるテーマや技術の起源を見出した。今後は
キノーの取り組んだ各演劇ジャンルの作品の分析を拡充することを課題とし、延いては17世紀フランス
演劇史におけるキノーの位置付けを策定することにつなげていきたい。
